







































































































































ollaboration in Innovation and Educational Practice
定した先生方の問題意識に触れることは、研究の新た
なトピックを得ることにもつながっている。
　研究授業当日には授業を参観し、授業後には、全校
の先生方が参加される研究協議会に出席している。こ
の場には、実践経験豊かな講師の先生をはじめ、寝屋
川市教育研修センターや近隣の小中学校の先生方とい
うように様々な立場からの参加がある。このような場
は、実践の現場において自らの専門性を発揮するとは
何かが問われる機会であり、院生にとっては研鑽の場
といえる。フィールドに通うことは、教育実践とのコ
ラボレーションにおいて研究者が果たす役割を追究す
る上で、重要な活動の１つとなっている。
　このようなフィールドでの活動とともに、教育学研
究科の共同研究グループは、定期的に算数学習に関す
る研究会を実施した。そこでは、メンバーが関わって
いる授業づくりに対してアイデアを出し合ったり、実
施された授業のビデオを見ながら改善点について議論
したり、評価課題の結果を報告・検討したり、算数学
習や授業研究に関する研究動向をフォローしたりする
活動を行っている。こうして、授業づくりに関する教
育方法学的知見と、授業での子どもの学びのプロセス
と結果の内実に迫る心理的・実証的な研究方法とのコ
ラボレーションを積極的に追究している。
３．活動の成�
　田井小学校が文部科学省からの研究委嘱を終えるに
あたり、３年間の研究の集大成を書籍としてまとめる
ことになった。その中には、本研究グループが実施し
た単元前後の評価課題や授業効果についての報告も盛
り込まれる。これは教育現場と大学のコラボレーショ
ンの大きな成果といえるだろう。
　また、本年度は日中教育共同研究センターの算数授
業の国際比較の活動と連携し、中国から訪問団を迎え、
田井小学校の授業参観および事後の交流を行った。田
井小学校とのコラボレーションは、これまでに築かれ
た関係と成果とを踏まえ、他の新たなプロジェクトへ
と連携を広めながら今後も継続的に発展していくこと
が期待される。
（文責：河﨑　美保）
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図１．�習授業案作成段階での田井小�校の先生と�生との
やり取りの例
